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神奈川 県平塚 市沖のカニ類幼生
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On the Megalopa Larvae of Brachyuran Crustacea collected 

from Sagami Bay 

Kensaku MURAOKA and Isao SHIBATA 

Abstract 

This paper deals with the brachyuran megalopae collected from the coast of 

Hiratsuka, Sagami Bay, during the period 1972 to 1974. The materials consisting 

of 131 megalopae specimens were obtained by towing a larvae net of 50 cm in 

mouth diameter, mesh size 2 mm square. They are classified into 21 species, 

7 families including the larvae of unidentified species. Th巴 detaileddescription of 

these larvae is given below, several species of which have already been r巴ported

by the author. Portunid and Xanthid larvae aboundantly occur巴din August and 

September of 1973, but the occurrence of Sesar mine larvae belonging to family 

Grapsidae were very poor in the surface of water through the four seasons. 

はじめに

1972年から1974年にかけて， 神奈川県水産試験場相模湾支所では相模湾沿岸重要生物調

有事業のーっとして， 有用カニ類の採捕を白的としたカニ篭に よる漁獲試験を実施し，ガ

ザミ ，ジャノメ ガザミ， およびヒラツメガニの3種の生態についての調査を行った。 この

調査結果については既に報告してきたが（柴田 ・村岡，1974a, b），この調査と併行して平

塚沖を中心とした表層域のカニ頒幼生，特にメガロパについても調べてきた。

今回， 幼生の出現極と出現季節並びに外部形態の観察結果についてと りまとめるこ とが

できたので，その概要を報告する。

材料および方法

観察した材料は神奈川県平塚市川！の海域で， 1972年9月から1973年11月にかけての毎月

11己I（但し，1972年10月～12月，1973年5' 7 '10月は天候不順等で調査は実施しなかった〉

ド 神奈川県立博物館 KanagawaPrefectural Mus巴um,Yokohama 

料神奈川ノk試相模湾支所 Sagami wan branch, Kanagawa Prefectural Fishery Experiment 

Station, Odawara 
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70 村岡 ・柴田 ：神奈川県平塚市沖のカニ類幼生

と1974年3月に採集したものである。 採集方法は日没後1～2時間を経た後にプランクト

ンネット（口径5Qcm，モジ綱 （Minnownet) 250径，クレモナ 6本合せ〉を用いて，水深

5～30mの海域を沿岸に沿って10分間表層曳きを行＇ ', カニ類幼生のうちメガロパ期のも

ののみを集めた。採集した材料の一部はプラスチック容器に入れて， 実験室に持ち帰り，飼

育するとともに，他は検鏡のため70~ぢアルコールで固定し ， 保存した。

記載の凡例

幼生の種名については， 同定できたものはその種名を， 同定でき るまでにいたらなかっ

た種はアルプアベットを用いて表示した。

幼生の記載は甲殻の長さ， 採集年月日，棋本番号，個体数（丸カッコ内〉の順に記した。

なお，甲般の長さは$1＇！~味の先立掛から 甲殻後縁までの長さとし， 甲幅の長さは両側縁の帽の

最大値を示した。 腹部の腹肢の刺毛配列は第2腹節から第5腹節にかけての順に，外肢の

末節側縁に列生する羽状毛数を， 尾肢については，原節と末節にかけての順にそれぞれ記

した。

結 果

1. 幼生の種類

1972年9月から1974年3月までの期間， プランクトンネットによる表層域で採集したカ

ニ類幼生は次の7科21種である。 このうち，種名を明らかにすることができたのは9種で

あった。

1. Kraussia integra (DE HAAN) 

2. Cancrid larva A〔Cancersp.) 

3. Portunus (Portunus) trituberculatus (M1ERs) 

4. Portunid larva A (Charybdis sp.) 

5. Portunid larva B (Charybdis sp.) 

6. Portunid larva C (Charybdis sp.) 

7. Portunid larva D (Thalamita sp.) 

8. Thalamita sima H. M1LNE EowARDS 

9. Portunid larva E (Thalamita sp.) 

10. Xanthid larva A 

11. Xanthid larva B 

12. Xanthid larva C 

13. Xanthid larva D 

14. Pinnotherid larva A (Tritodynamia sp.) 

15. Ocyρode stimPsoni ORTMANN 

16. Planes cyaneus Dana 

17. Hemigraρsus sanguineus (DE HAAN) 

18. Hemigrapsus Jうenicillatus(DE HAAN) 

19. Gaetice deρressus (DE HAAN) 

20. Helice tridens tridens DE HAAN 

21. Grapsid larva A 
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Table 1. Seasonal occurrence of brachyuran megalopa巴 from

September 1972 to March 1974 

1972 1973 
9 1 2 3 4 6 8 

Kraussia int巴gra 3 

Cancrid larva A 2 

P. (P.〕tritu bercula tus 

Portunid larva A 

Portunid larva B 

Portunid larva C 

Portunid larva D 

Thalamita sima 2 

Portunid larva E 

Xanthid larva A 54 

Xanthid larva B 32 

Xanthid larva C 

Xanthid larva D 3 

Pinnoth巴ridJarva A 

Ocypode stimpsoni 

Planes cyaneus 

Hemigrapsus sanguineus 3 

Hemigrapsus penicilla tus 2 

9 

LJ 6、
1 

2 

1 

2 

1 

2 

Gaetice depressus 2 • 7 

Helice tridens tridens 2 

Grapsid larva A 

2. 幼生の出現時期と個体数

1974 
11 3 

表 1は調査期間中の幼生の出現種と個体数について月別に整理したものである。 出現｜｜寺

期は夏季から秋にかけてが多く， 冬から春にかけては全 く得ることができなかった。月別

の出現個体数では， 1973年8月と 9月が最も多く， 特にオウギガニ科の2種の幼生は仙と

比べて多数得るこ とができた。 また，種類数では1973年9月がl設も多く， 4科10種で，こ

のうち，ワタリガニ科の幼生が過半数を占めていた。

3. 出現した幼生の形態学的特徴

I Family ATELECICLIDAEクリガニ科

① Kraussia integra (DE H AAN）ゴイシガニの幼生 figs.1-6. 

1梨本 ：甲長1.46mm, 甲l陥l.12mm,23. VIII. 1973, No. 104 ( 3 specs.) 
l手lは長方形で，背面には微細な短毛がまばらに生じる。 額上或は両端わずかに前方に突出

する。第4歩脳jを収容するくぼみは顕著ではない。第2触角は11節からなり， ＇.！＃ sm'iの末
端に顕著な長い感覚毛を備える 。 ~Jlj毛配列は基部から末端にかけて， 2, 1, 1, 0, 0, 2, 

o, 3, 0, 4, 5。針tJ}t1Jは強｜孟｜で，j坐節の腹面側に鈎状林を備える。歩胸lは4対で，第4歩!Jt11
の末節末端に3対の感覚毛を備える。 腹部には腹肢 （4対〉と尾l技 (1対〉とを備える。

腹肢の鈎毛数は3～4本，jJ夏肢の外肢と尾肢の刺毛配列は17,18, 17, 14 15と1,9-10。

本幼生の形態学上の特徴は渡部 (1971）の報告とよく一致する。
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72 村岡 ・柴旧 神奈川県平塚市沖のカニ知幼生

IT Family CANCRIDAE イチョウガニ科

(1) Cancrid larva A (Cancer sp.) イチョウガニ属の幼生 figs.7-11. 

＊~＇！オz ・ 甲長1.77mm, 市中／r¥1.3mm, 21. VI. 1973, No. 76 ( 1 spec.), No. 77 ( 1 sp巴c.)

l'jJは消’らかで， 後縁近くの中火に 14ての背1＇止を備える。第3顎JUqlは内外肢に分かれ，外

JJ支の末節末端には 7本の羽状毛をイ＝1する。 胸JUqlは5対で， 左右相称。第5対の末節末端に

は3本の感覚毛を有する。 腹部には 4対の腹肢と 1対の尾）］止とを備える。ll変肢の内肢の鈎

毛数は3～4本。 腹肢と尾肢の刺毛配列は16,16, 15, 13と1'8 9である。

ill Family PORTUNIDAEワタリガニ科

¥..D Portunus (Poァtumts)trituberculatus (M1ERs）ガザミの幼生 figs.12-15. 

楳本 ・ 甲長 と 甲 1/1~＼の長さ は甲殻損傷のため計以ljは不能であるが3 ほぼ甲長2.4mm, 甲1／同

1. 5mmほどである。20.IX. 1973, No. 114〔2sp巴cs.)

甲は背面m’らかである。持1V或は前方に突出する。U1l l1'1!fr1は内外1151:に分かれ，外肢は4
節0 tfj 2～第4節には約22本の感覚毛を生じる。 第2触角は11節。第SEi[＇〕には 長短各2本

ずつの剛毛が生じる。 剣JU,jlは左手I相称で座節側縁と腕節内縁に鈎状似を｛耐える。歩腕は4

対で，第4歩！胸lの指節は似状， ）阪）皮および尾肢の剛毛配列は2224, 23 24, 20, 20と1'

11 12. 

(g; Portunid larva A (Charybdis sp.）イシガニ属のとlj生 figs.16-22. 

4栗本 ・甲長3.28加盟， 甲1/1/j¥l.63mm, 20. IX. 1973. No. 116 ( 1 sp.) 

甲は背面滑らかで，制1！止は納長 く前ノゴに突出する。第l1~0！角は内外肢に分かれる。内肢

は1節，外肢は4節認められる。 第2触角は11節からなり，第8節は細長い。剣JJJqlはj五五節

に鈎状糾を備える。第 4 歩！刷lの指~j］は権状で，内縁には 9 本の感覚Eを備え るが， そのう

ちの2本には先端に微締｜な羽状もが生じている。 腹肢と尾l伎の刺毛配列は28-29,29-30, 

27, 24とl, 13である。

本幼生は蒲生 ・村l河 (1977）によ って版告された Charybdissp. 1と甲の形態や腹肢

と尾肢の刺毛配列などが致する。

① Portunid larva B (Charybdis sp.〕イシガニ属の幼生 figs.23-27. 

標本 ：甲長2.34mm, 甲1/1/i¥1. 32 1. 48冊目. 20. IX. 1973, No. 113 ( 2 specs.) 

第lj似角は外肢5節， 第2触角は11節で， 第8節に生じる 2本の長い感覚毛のうち 3 1 

本は末節末端に達するほどの長さである。鉛IJJqlは左右柵称で，座節には鈎：伏線を備える。

l度肢および尾肢の刺毛配列は2023, 21, 19 21, 18-19と1'11-12である。

本幼生の形態学的特徴は叫に報告されている Charybdissp. 2 （油生 ・村岡，1977）の

それと比較してよく一致する。

① Portunid larva C (Charybdis sp.）イシガニ属の幼生

襟本 ：甲：1:2. 55mm，甲l陥1.73胴， 21.VI. 1973, No. 74 ( 1 spec.) 

本幼生の腹肢と尾！伎の京ljE配列はj補生 ・村岡 (1977）が報泊した Charybdissp. 3の幼

生とf(j似する。

① Portunid larva D (Thalami-ta sp.）べニツケガニ屈の幼生 figs.28 32. 

襟本 ：甲長2.14mm，甲1/11,¥1.22mm. 15. XI. 1973, No. 79 ( 1 spec.) ; 20. IX. 1973, No. 

102 ( 1 spec.〕

第1触角は外肢5節。第2触角は11節からなる。 紺脚は鈎状線を周五節のみに備える。第

4歩l山lは指節権状で，その内縁に6本の感覚毛を生じる。
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本幼生は KuRA l八 (1975）の分畑出に従えば， ilii=lIJ1i[lの民節に鈎状11止を備えることから，

Charybdis属の幼生になる。しかし，メガロ パから変態した第1HJ'ガニの年lの形態、は前側
縁に51お備え，その第4佐［は著しく小形である。

ここでは Tha!amita属の幼生としたが，第u羽稚ガニJ.;)、後の成長に伴う形態、の変化に
ついては詳細に観祭を行う必要がある。

⑤ Thalamia sima H. M1LNE EDWARDSブタハベニツケガニの幼生 figs.33-36. 

標本 甲長1.89mm，甲胴0.91加盟。27.IX. 1972. No. 92 ( 1 sp.）； 甲長 1.71.8伽， 甲幅

1. 0 l. lmm. 23. VIII. 1973. No. 103 ( 2 specs.). 

第 l 触角は外肢 4 節。第 2 触角は11節。 紺l悩lは左右相称で， ）~色j］と腕節には鈎状川は認

められなし、。 腹部は腹肢と尾肢を備える。腹肢の内fJ支には2-3本の鈎毛を有する。腹肢

の外肢と尾肢の刺毛配列は22,20 21, 18 20, 17と1'10である。

第l稚ガニは甲長1.Smm，甲rj.回2.Omm0 Efciの前側縁には 51お認められ， 各歯の先端は前方

に向う。第4歯は縮小している（fig.36）。

⑦ Portunid larva E〔Tha!amitasp.）べニツケガニ属の幼生 figs.37 40. 

標本 ．甲長2.14mm，甲師1.22mm, 20. Iふ 1973.No. 111 ( 1 spec.). 

第 1 1~1：角は内肢 1 節，外肢 5 j'if］ 。 第 21~虫角は11節からなる 。 主［j 倒的座節と IJ宛節には鈎状

料！は認められなし、。 第4歩脚は指節内縁に 5本の感覚毛を備え，このうちの3本は先端に

微細な毛を有する。 腹肢と尾肢の京IJ毛配列は20-24,25, 23, 18-19と1'11-12. 

N Family XANTHIDAEオウギガニ平｜

① Xanthid larva A オウギガニ科の幼生 figs.41 47. 

桔~本 ： 甲長1.7mm, 甲帽l.2mm,23.VIII. 1673. No.105〔54specs.) 

甲は前後に細長く，背面は微細な妹でおおわれている。もI＇！は両端が前方にわずかに突出

する。~~ 2触角は11節で， 第3' 8' 10節には 3～4本の感覚毛がl愉生する。錨酬は左右

相称で，脚節と掌節の外面は小林が一面に生じている。第1から第3歩脚は各節に小林が

生じ， それに長毛が混在している。 剣脚と前3対の歩間lの長iii節にIi＼、ずれも鈎状腺を備え

る。第4歩脚は各節に小林と長毛とが生じる。座色j］には鈎状刺は認められなL、。指節には

末端に 3本の感覚毛を有する。腹部は4対の腹肢と 1対の尾11支とを備える。腹肢の内肢に

は3 4本の鈎毛が認められる。l度肢の外肢と尾肢の車lj毛配列は 1819, 17 18, 17-18, 

15と1,10. 

② Xanthid larva Bオウギガニ科の幼生 figs.48 53. 

t!¥'i本 ：甲長1.5mm, 甲中日1.3担m,23. VIII. 1973. No. 106 (32 specs.). 

背甲は前極の幼生と同様に小林でおおわれる。 ＠Iの前縁はW字型。第2触角は11節。第

3, 8, 10節に長い剛毛が輪生する。鉛l山lは/J宛節， 掌：節共に肥大しp 甲面同機に小耕でおお

われている。座節の内II/I＼には鈎状刺！を備える。歩m11は4対で，いずれも小糾でおおわれて

L、る。第3歩！出lの座節には鈎状刺は認められない。第4歩IJL1Jは指節内縁に 4本の感覚毛が

認められ，このうちの3本は末端に生じる。 腹肢は内肢に 4 5本の鈎毛を有する。11夏肢

の外肢と尾肢の刺毛配列は18,18, 18, 14 15と1, 9である。

本幼生は前種の幼生と 甲の形態は類似するが， 歩IJ111の座節の鈎状似の有無により容易に

識別することができる。

③ Xantbid larva C オウギガニ科の幼生 figs.54-63. 

標本． 甲長2.24仰， 甲l陥2.04mm, 21. IX. 1973, No. 118 ( 2 specs.) 
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l甲は丸味ある六角形を呈し，背面は平滑。 傾は前方に突出し，l｜！失わずかにへこみ2民

に分かれる。第1触角は内外肢に分かれ， 外JJ支は6節認められる。第2触角は11節。鮒！山l

は左有相称で3 肥大し，長節の基部近く の内縁は波状を呈している。 歩m11は4対で，tr〕2
歩脚は他よりもやや長く，第3，第4歩脚はほぼ等しい。第4歩脚の指節末端には3本の

感覚毛を備え，このうちのl本には先端に毛を有する。 jJ反l肢は4対で，内肢の鈎毛数は4

-5本。外肢および尾肢の刺毛配列は29-30,29 30, 25 27, 23 24と2'16 17。

① Xanthid larva D オウギガニ科の幼生 figs.70-76. 

楳本： E~長2. 7脚， 甲 111~＼2 .Omm, 23. VIII. 1973, No. 107 ( 3 specs.); 20. IX. 1973, No. 

117 ( 1 spec.). 

甲 は背面滑らかである。 ~H域はわずかなくぼみで二葉に分かれる 。 前側縁は鋸歯状を呈

する。 後縁には歩脚を収容するための浅い くぼみが認められる。第1触角は内外肢に分か

れ，内肢は1節，外肢は4節認められる。 第2触角は11節からなる。鉛凶lは左右中目称。歩

JJJ,jJは4対で，前3対の長さはほぼ等しい。第4対の指節内縁には 7本の感覚毛が認められ

る。これらのうち，4本は直ちで，短く， 毛縁には小形の突起物が対になって列生してい

る (fig.75）。腹部には腹肢と尾肢とを備える。腹肢の内肢には4-6本の鈎毛を生じる。

jJ夏肢と尾肢の刺毛配列は29-30,30, 27, 21-22と1'15である。

本幼生はイワガニ科の幼生と甲の形態が類似する。 しかし，既知のイワガニ亜科やイソ

ガニ亜科の幼生とは，第4歩！日11の指節末端に備わる感覚毛数が相違しているの ここでは3

;;r; 2触角や尾節の形態からオウギガニ不！としたが， 今後検討すべき標本である。

V Family PINNOTHERIDAE カクレガ二平｜

① Pinnotherid larva A (Tritodynamia sp.）ヨコナガピンノj認の幼生 figs.64 

-69. 

標本 ：甲長2.34mm，甲111面2.24mm, 20. IX. 1973, No. 110 ( 1 spec.). 

甲は背面の後縁近くに 1本の刺：を有し，Ab型（村岡， 1979）を呈する。第1触角は内外

JJ主に分かれ，内肢は 1 節，外！肢は 4 節認められる。貨当 2 111~角は 9 節からなり， 11=} 5節から

末節までの各節には長い感覚毛が生じる。第3顎！山lは内外岐に分かれる。内肢は5節認め

られ，このうち， 前節の基部の関節は腕節におおわれている。 illl:llJJqlは左右相称。歩l仰は第

2歩脚が最も長L、。第4歩!Jlilは最小で，その指節の末端には3本の感覚毛を備える。腹部

には腹肢と尾肢を備える。 腹l伎の内肢には2-4本の鈎毛を 有ーする。腹肢の外肢と尾肢の

京lj毛配列は20,20, 19-20, 18-19とl, 12である0

VI OCYPODIDAEスナガニ手ヰ

① Ocyρode stimρsoni ORTMANN スナガニの幼生

標本 ・甲長5.7mm, c~1 r陥4.4mm, 23. VIII. 1973, No. 108 ( 1 spec.) 

1世 GRAPSIDAEイワガニ科

① Planes cyaneus D ANA オキナガ レガニの幼生

楳本 ：EJ3長：4.omm, EF1 M¥2. 9mm, 19. III. 1974, No. 73 (1 sp巴c.)

本幼生は平塚許＇＂で得たものではなく ， 調査の帰路に酒匂川 河I付近で採集したものであ

る。尾肢の刺毛配列は 4'22である。

② H仰 zigrゆ sussang-uineus (D E H AAN）イソガニの幼生

楳本・甲長1.5mm，甲111市1.lmm, 27. IX. 1972, No. 87a (2 specs.), No. 90 (1 spec.); 20. IX. 
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1973, No. 100〔2sp巴cs.)

① HemigraρSUSρenicillatus〔DEHAAN）ケアサイソガニの幼生

1草木 ．甲長1.4mm, 甲111吊1.Qmm, 27. IX. 1972. No. 87b, ( 1 spec.), No. 89 ( 1 sp巴c.).
① Caetice dゆressus〔DEHAAN）ヒライソガニの幼生

標本： 甲長1.9 2. 2mm，甲11日1.5mm, 21. VI. 1973, No. 78 (1 spec.), No. 98 (1 spec.〕， 20.

IX. 1973, No. 100 ( 1 spec.), No. 109 ( 3 specs.), No. 112 ( 1 spec.), No. 115 ( 2 spec.). 

⑤ Helice tridens tridens (DE HAAN〕アシハラガニの幼生

標本 ：Ej'I長1.5伽，甲幅1.2mm, 27. IX. 1972, No. 93 ( 1 spec.), No目96( 1 spec.). 

① Grapsid larva A イワガニ科の幼生 figs.77 80. 

標本・ 甲長4.52mm，刊！日3.2問。27.IX. 1972虫 No.88 ( 1 spec.〕．

大型のメガロパで，背甲は滑らかである。額域は先端下呈ーし，腹聞で第u虫角簡の側壁
を形成する。 甲の後側縁には歩脚を収容するくぼみが顕著に認められる。胸部腹甲は末節

の末端の一部が左右ともにU字形を呈して後方に伸びる。腹部には腹肢と尾肢を備える。

腹肢の内肢には4-6本の鈎毛を生じる。腹肢のタト肢と尾肢の刺毛配列は44,40, 35 36, 

28と6,20 21である。尾節は台形状。

本幼生は胸部腹甲の末端が後方に伸びていることから， イワガニ亜平｜の幼生とも思われ

る。 しかし， 第2j~虫角の鞭節数はこれまでに知られているメガロ パ とは異り，その所属は

明確ではない。

むすび

今回の調査域での幼生の出現種は 7科21砲で，I重rn数ではワタリガニ不｜とイワガニ科が
多く ，個体数ではオウギガニ科が最も多かったの

沿岸性カニ類の幼生ではワタリカニ科のものが多く， 特に 9月に多くの種知が観察され

た。 平塚y1:1:1の水深5mから30mまでの海底にはワタリガニ科のガザミ，ジャノメガザミ，

ヒラツメガニが多数生息している（柴田 ・村岡， 1974a）。他にアカイシガニ，イシガニ，

シマイシガニなどもカニ篭による漁獲調査の際に個体数は少ないものの生息を確認してい

る。したがって，調査域にワタリガニ科幼生の種類が多いことは考えられる。

オウギガニ科の幼生は8月に多数出現している。 しかし，この付近は砂質もしくは砂泥

質でオウギガニ科のカニの生息には不向きで，生息種類はさほど多いとは思われなし 、。恐

らく平塚付近に生息する種ではなく， 他地域の種と思われるが，種名が不明のため明らか

ではない。

海岸や干潟に生息するカニの幼生についてはイソ力ニやヒライソガニなどのイワガニ科

のものが多かった。 調査域の東側を流れる相模川の河口千潟にはイワガニ科のべンケイガ

ニ類やスナガニ科のチゴガニやヤマ トオサガニなど内湾性の種頒が多数生息している。し

かし，調査した海域は相模川の河川水の影響を強く 受けるにもかかわらず， アシハラガニ

とケフサイソガニの幼生のみであった。

これらのことから， 平塚沖のカニ類幼生については， 1.出現種数は季節的な較差が大き

いこと。2.調査域以外に生息するカニの幼生も認められること。3.内湾性の種類が少ない

ことなどがあげられる。
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Explanation of Plates 

Plate 1. 

Figs. 1-6, Kraussia integra (De Haan), m巴galopa.1, dorsal view; 2, antenna, 3, cheliped, 4, 5, 

third and fourth ambulatory legs 6, telson and uropod. Figs. 7-11, Cancrid larva A (Cancer 

sp.), megalopa. 7, dorsal view, 8, external maxilliped, 9, cheliped; 10, fourth ambulatory leg, 

11, telson. Figs. 12 15, Portunus (Poi’tun us〕t円！ubeiculatus (Miers), megalopa. 12, antennule, 

13, ant巴nna;14, cheliped, 15, propodus and dactylus of the fourth ambulatory leg. Bar scales 

represent O. 5 mm. 

Plate 2. 

Figs. 16-22, Portunid larva A (Charybdis sp.〕， megalopa.16, dorsal view, 17, thoracic sternum; 

18, antennule, 19, antenna, 20, cheliped; 21, dactylus of the fourth ambulatory leg, 22, telson. 

Figs. 23-27, Portunid larva B (Charybdis sp目〕， megalopa.23, antennule; 24, antenna, 25, cheli-

ped, 26, dactylus of the fourth ambulatory leg, 27, telson. Bar scales r巴presentO. 5 mm. 

Plate 3. 

Figs. 28 32, Portunid larva D (Thalainita sp.〕， megalopa.28, antennule, 29, antenna , 30, is 

chium and merus of the cheliped; 31, dactylus of the fourth ambulatory leg; 32, telson. Figs. 

33 36, Thalainita sima H. Milne Edwards, m巴galopaand young crab. 33, ant巴nnule;34, ant巴nna;

35, dactylus of the fourth ambulatory leg, 36, anterolat巴ralmargin of the first crab. Figs, 37 

-40, Portunid larva E〔Thalainitasp.), megalopa 37, antennule, 38, antenna; 39, dactylus of 

the fourth ambulatory leg, 40, telson and uropod. Bar scales represent O. 5 mm. 

Plate 4. 

Figs. 41 47, Xanthid larva A, megalopa. 41, dorsal view, 42, antenna, 43, cheliped 44, palm, 

outer view, 45, 46, third and fourth ambulatory legs, 47, telson and uropod; Figs. 48 53. 

Xanthid larva B, megalopa. 48, dorsal view; 49, antenna, 50, cheliped; 51, 52, third and fourth 

ambulatory l巴gs,53, telson and uropod. Bar scales r巴presentO. 5 mm. 

Plate 5. 

Figs. 54-63, Xanthid larva C, megalopa. 54, dorsal view, 55, antennul巴， 56,antenna, 57, 58, 
external maxillip巴cland distal segment of the exopod, 59, chelipocl, 60, 61, 62, second, third 

and fourth ambulatory legs, 63, telson and uropod, Figs. 64-69, Pinnotherid larva A (Tritody 

namia sp.〕，megalopa.64, dorsal view , 65, antennule, 66, antenna , 67, ext巴rnalmaxilliped , 

68, 69, third and fourth ambulatory l巴gs.Bar scales represent 0. 5 mm. 

Plate 6. 

Figs. 70 76, Xanthid larva D, rηegalopa. 70, dorsal view, 71, antennule, 72, antenna 73, exter 

nal maxilliped, 74, cheliped, 75, dactylus of the fourth ambulatory leg; 76, telson and uropod. 

Figs. 77-80. Grapsicl larva A, megalopa. 77, dorsal view, 78, antenna; 79, external maxilliped 

(omit the setae）守80,dactylus of the fourth ambulatory leg. 
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